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区　分

備考

○地域の歴史・伝統を知り、地域を大好きになるプロジェクト（亀田西小学校区コミュニティ協議
会）
　西小学校区の保護者・住民に地域の歴史や伝統を知ってもらい、児童とともに、地域を誇りに
思い、大好きになっていく機会をつくる。
　・亀田岩万燈、亀田縞など地域の歴史・伝統の体験、ワークショップの開催
○新コミュニティ協議会設立記念イベント事業（曽野木地区コミュニティ協議会）
　新コミュニティ協議会設立を契機に、地域住民が一体となって、より一層魅力ある活力に満ち
た地域作りと地域コミュニティの活性化を図る。
　・曽野木地区コミュニティ協議会のシンボルマーク作成
　・地元芸の団体による芸能披露及び自治会対抗フロアカーリング大会の開催（参加者300名）
○大江山地域住民と児童生徒との絆づくり事業（大江山地区コミュニティ協議会）
　大山地区内の住民相互のつながりや絆づくりを育むため、小中学校の児童生徒も含め明るく
元気な挨拶を行うことにより、青少年の健全育成及び地域コミュニティの活性化を図る。
　・地区内の小中学校の児童生徒を対象にあいさつ標語の募集
　・交通安全週間に合わせて、地区内の小中学校及び通学路でのあいさつ運動の実施（参加者
657名）

テーマ・事業名
まちづくり活動サポートプロジェクト

【事業費予算2,097千円】

事業目的・概要

【目的】
　人口減少、少子・超高齢化、防災など地域の様々な課題を解決する取り組みに対して支援を
行い、安心して暮らせるまちづくりを目指すことを目的とする。
【概要】
・区内のコミュニティ協議会を対象に、地域の課題解決につながる取り組みに対して支援を行
う。（上限：500千円）　※他の補助金等を受けている事業、継続して取り組んでいる事業は対象
外とする。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○提案のあった事業は「まちづくり部会」で審議し、その後自治協議会本会議での報告・
承認を　 経て実施したため、公益性を確保することができた。
○各提案事業に、まちづくり部会員が一緒に参加することにより、地域の課題共有を図
るとともに、今後の自治協議会の活動や自身の地域活動にも生かすことができると考え
ている。
○各提案事業とも、当初の事業効果が得られたと事業の報告をしていることから、「地
域の様々な課題を解決する取り組みに対して支援を行い、安心して暮らせるまちづくり
を目指す」というこのプロジェクトの目的達成に寄与するものであったと評価している。
○2年間実施し、一定の効果が得られたことから、コミュニティ協議会を対象とした事業
は終了とし、来年度については、区内の今後のまちづくりに向けた、先進地の視察や講
演会の実施をはじめ、広く地域課題解決に向けた事業を行っていく。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な
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